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1. はじめに 

日本では、2020/1/14 に第 1 例目の陽性症例が報告

され、2020/1/24 には、東京都で第 1 例目の陽性症

例が報告された[1]。日本に Covid-19 が入ってきた

ことにより、緊急事態宣言(以降kと呼ぶ)を含む様々

な政策がとられてきた。これらの政策を検証した研

究はいくつかあるが[2]、k での接触制限の強さに関

する検証であり、k の発出時期の効果に関する検証

は十分とはいえないことから、k の発出時期の効果

の検証をすることを目的とする。 

2. 数理モデル 

用いた数理モデルは、感染症の基本的な数理モデ

ルである SIR モデル[3]に人流データを組み込んだ

ものである。その数理モデルは次のものである。 
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S,I,R はそれぞれ感受性者数、感染者数、除外者数

(単位は人)、t は時間(日)、𝛽は感染確率、𝛾は除去率、

J は人流、N は東京都の人口を表している。ここで

は𝑁 = 13960000とした。人流データとしては、株式

会社 Agoop の流動人口データを用い [4] 、 𝐽 =
当該週の滞在人口

2019年同週の滞在人口
とした。また、2 週間で移動平均を

取ったものを用いた。感染者数の実測値などの新型

コロナ関連の情報は、NHK によるものであり、感染

者数の実測値として、全国の感染者数から東京都の

感染者数を取り出し、7 日間で移動平均を取ったも

のを用いた。 

3. 方法 

上記の数理モデルを用いて、k 発出時の人流が 1,2

週間前後にずれた場合、感染者数のピークや累計感

染者数が、ずれない場合と比べてどう変わるのかを

確認する。モデルのパラメータは先ほど示したもの

を用いた。感染者数の初期値は 1 とした。 

 

 

4. 結果 

k 時の人流がずれた期間毎の感染者数のグラフを

図 1 に示す。 

 

図 1 シミュレーション毎の感染者数の推移 

ここで横軸は時間(日)、縦軸は感染者数(人)を表し

ている。また、-+0 などの表記について、+は kの

発出時期が基準より遅いことを表している。最後

の数字は基準からどのくらいずれたか(単位は週)

を表しており、基準である 0 は 2020/4/7 を意味

している。また、点線は k の発出タイミングを意

味している。点線の色と実線の色は対応しており、

同じ条件のシミュレーションであることを意味

している。 

5. まとめ 

k の発出時期の検証を行った。今までの研究は接

触制限の強さに関する検証だったが、発出時期に関

する検証を行った。今回の条件では、k の発出時期

が早いほど、感染者数のピークや累計感染者数が小

さくなることがわかった。k を出す目的が、感染者

数のピークや累計感染者数を小さくすることなら、

次に出すときは今までより早めに出したほうが良い

と考えられる。 
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